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2．上部礫質土層 1(Ug1)の細粒分含有率 

粒度試験結果は 14.3%を示し、細粒分含有率 35%を下回る 

したがって、上部礫質土層 1(Ug1)については、液状化検討を実施する必要がある 

建築基礎構造設計指針によると、以下の条件を満たす地層(造成地盤を除く)について、
液状化の検討の必要性が示されている。下記基準に従い、液状化検討の必要がある土層の
判定を行った。 

・地表面から 20m以浅の飽和土層 
・細粒分含有率 35%以下 

建築基礎構造設計指針、令和元年、p.50 

1．本調査地に分布する飽和土層(＝地下水位以深に分布する地層) 

・上部礫質土層 1(Ug1) 

・上部礫質土層 2(Ug2) 

この内、上部礫質土層 2(Ug2)はφ50mm程度の礫主体とし、N値 50と高

い強度を有しているため液状化検討の必要性はないと考えられる。そのた

め、上部礫質土層 1(Ug1)の液状化検討の必要性を考える。 

地下水位 

GL-1.95m 

液状化判定を実施する必要がある地層 

細粒分含有率 

土の粒度試験結果 


